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【学位論文審査の要旨】 
１ 研究の目的 







 本研究は，双方向絶縁型 DC-DC コンバータの小型・高効率化に向けた制御技術を開発
することを目的とする。双方向絶縁型 DC-DC コンバータは半導体パワーデバイス, コンデ



























率が 1.8%向上することを 2.5 kW の実機検証により明らかにした。 
 
(3) DC-DC コンバータにおいて, 昇圧時と降圧時の電流検出回路を 1つに統合できる, 双方
向電流検出技術を提案した。提案した電流検出回路は, 電流センサに用いる磁性体が磁気飽
和することなく, DC 成分, 高周波成分を含むパルス電流を検出可能であり，双方向の電流
制御と偏磁抑制が可能となることを示した。また, 電流検出回路の検出誤差の発生原理につ








1,000 µFのコンデンサを180 msで0Vから200Vに電圧を充電できることを明らかにした。 
 
３ 審査の結果 
 本研究では, 電気自動車に搭載される双方向電力変換システムにおいて, 双方向絶縁型
DC-DC コンバータの変圧器, 電流検出回路, 初期充電回路に着目し, 各部品の小型・高効
率化を実現するための制御技術について研究を行った。その結果，双方向 DC-DC コンバー
タの昇圧動作時に発生する変圧器の偏磁現象解明と抑制制御手法を提案し，その有効性を
実験により明らかにした。さらに，正および負のパルス電流を検出できる手法を提案し，
DC-DCコンバータに適用することによって双方向の電流制御と偏磁抑制制御をできること
を示した。最後に，DC-DC コンバータに昇降圧機能を追加することによって，コンデンサ
電圧の充電を高速にでき，高電圧バッテリーに接続される初期充電回路を除去できること
を明らかにした。いずれの手法も工学的価値が非常に高く，また実規模の電力変換装置で
の実機検証が行われていることから，本論文の研究成果は実用的な手法である。 
なお，本論文を構成する技術要素については，厳正な査読を経て権威ある学術雑誌に掲
載され，一般に公開されている。以上から，本論文は博士（工学）の学位を授与するに十
分価値あるものと認められる。 
 
４ 最終試験の結果 
本学の学位規定，および電気電子工学専攻の申し合わせに従って論文審査会を開催して，
専門分野に関する筆答および口頭の試問を行うと共に，論文内容について慎重に審査を行
った。また，本論文に関する公開の発表会を開催し，学内外から多数の出席者を得て多角
的な質疑・討論を行った。専門分野に関して，筆答および口頭による試問を行い十分な学
力があることを確認した。以上の結果を総合的に考慮し，慎重に審議した結果，合格と判
定した。 
